
 

自己点検・評価での課題への対応 

 

部局等 高等教育推進センター           

 

自己点検・評価での課題等 

（令和５年１２月実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 

基準番号：２－２ 当センターが本学の教育改革を推進する上で、

今後ますます複雑化・高度化する課題に対応す

るためには人員強化が必要であり、複数の専任

教員の確保を機会あるごとに要望していく。 

 

現在、センターには専任教員が１

名配置されているが、今後、「福大

ビジョン 2040」の実現に向けた教

育改革を進め、教学 IRデータに基

づく教学マネジメントや教育内部

質保証の継続的・安定的な実施を

行っていく上で、複数名の専任教

員の確保が必要である。 

基準番号：３－１ 総合戦略室に置かれた「教学 IR 推進プロジェ

クトチーム」との連携のもと、全学的な方針に

則り、積極的に各部局の取組みに参画する方策

を検討していく。 

各部局と連携した取組みが少ない

ため、今後、学修成果の可視化等の

全学的な教学 IR の推進が望まれ

る。 

基準番号：５－１ 既存の施設・設備を有効活用しつつ、センター

の活動方針等も踏まえ、引き続き、センター独

自のオフィス確保の方策等を検討していく。そ

の方策等に沿って、あわせて予算の獲得につい

ても全学へ要望していく。 

センター独自のオフィスが未整備

のため、引き続き検討し、実現のた

めに全学的な予算要求等を行って

いく必要がある。 

基準番号：６－２ 全学的に措置されている特定事項経費及び学

長裁量経費（教育改革推進経費）の有効活用に

努めるが、今後、更なる教育改革を推進してい

く上で必要な予算については、学内競争的経費

の獲得及び全学的な予算要求機会の確保に努

める。 

センターでは、設置目的に沿った

活動を行うための一定の予算は確

保できているが、センターの業務

は年々増大してきており、応分の

予算を確保していく必要がある 

 

基準番号：８－１ 今回抽出された課題等について、センター運営

委員会を中心に検討し、各部門と連携した

PDCAサイクルによる改善を図る。さらに、新

たに設置したセンター自己点検・評価委員会を

より機能させることで、内部質保証機能の強化

に努める。 

今回のセンターの自己点検・評価

は新たに整備した内部質保証体制

によって実施されるものであり、

抽出された「改善を要する点」など

について改善を進めることとして

いる 

 

別紙４（第８条関係） 

 



 

基準番号：８－４ 上記の基準２－２、５－１への対応で示したと

おり、引き続き全学への要望に努める。 
前回の自己指摘事項へ対応しつつ

も、実現していない２点（専任教員

の増員、センター独自のオフィス

整備）については改善を要する 

※記入欄は適宜追加してください。 


